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11 November 2024 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

被災地派遣職員から報告がありました

都城市・三股町・日南市を結ぶバイパスの整備

古代の暮らしや史跡を学ぼう

９月17日

９月21日

９月21日
今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

日に日に日没が早くなり、少し乾いた秋の空気が
頬を掠

かす

める季節。夏のまぶしい入道雲も良いですが
秋の夕暮れの空も格別です。※表紙は菓子野町、本
写真は志比田町のJR吉都線沿線から撮影

夕焼けを背に走る吉都線
過ぎゆく時がそっと色づく
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秋の夕べに、金田町にある「大島畠
はたけ

田
だ

遺跡」で、
古代の暮らし体験イベントを開催。参加した

子どもらは、土器作りや弓矢・火起こし体験などを
通して、古代の歴史を身近に感じる夜を過ごしました。

令和６年能登半島地震の復興支援のため、今年
４月から石川県珠

す ず

洲市に本市職員の花田拓郎
主査を派遣。地震により倒壊した建物の解体・撤去
のための支援事務などに従事しています。

平成10年度に整備事業が休止し、未整備区間を
残す国道222号牛ノ峠バイパス。早期の事業

再開に向けて建設促進大会を開催しました。関係市
町の参加者で満席の会場は熱気にあふれていました。

花田主査（左から３番目）と共に働いている職員の皆さん花田主査（左から３番目）と共に働いている職員の皆さん

まちの話題
Mallmall来館者1000万人到達
地域と共に暮らす
活気あふれる！地域活性化の取り組み
11月１日から７日は文化財保護強調週間
みんなで守ろう地域の宝
11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす
運動」期間です。
11月は児童虐待防止推進月間
税金は納付期限までに納めましょう
11月９日は119番の日　正確な情報が迅速な出
動のカギ／安心してください！マイナンバーカード
は安全です！
郷土の伝統を後世へ 民俗芸能は心のふるさ
と／ひとやまちにイロドリを　都城市総合文化
ホール
家族で楽しい一日を「家庭の日」／未来のために
減らそうプラスチックごみ／みんなでエコ活！家
庭や環境に「優しい」を届けよう
INFORMATION（市からのお知らせ）
あなたの「出会い」ここにあるかも／
安全・安心情報／読者のお便り
企業の力／今月の読者プレゼント
美術館情報／歴史探訪／
都城島津伝承館だより
Let’sみやこんじょい／おすすめ図書／
まちなかdeわくわく
都城フィロソフィ／届けたい都城の風景／
私の夢／現住人口／編集後記
広告
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環境について楽しく学ぼう

日本一の肉と焼酎まつりでふるさと納税をＰＲ

国スポ・障スポ記念！体験型イベント大盛況

10月５日

９月28日

９月29日

まちの話題 in M i y a k o n o j o

黄
こ

金
がね

色
いろ

に実った稲穂を収穫

まちなかで医療・介護の仕事を体験

９月27日

９月22日

都城島津邸で日本の文化を体験！
９月26日

令和９年の国スポ・障スポの県内開催正式決定
を記念し、Mallmallまちなか広場でスポーツ

イベントを開催。15メートル走やボッチャなどの
体験エリアは、多くの家族連れでにぎわっていました。

環境に興味を持ってもらうことを目的にMallmall
で開催した環境まつり。見て、聞いて、体験でき

るブースでは、大人から子どもまで大勢の人が環境
への取り組みを楽しみながら学んでいました。

医療や介護について楽しく学べる在宅ぼんちネッ
トフェスティバルが、M

ま る ま る

allmallまちなか広場
で開催。参加した子どもらは、歯科医師や薬剤師ら
と触れ合いながら、さまざまな仕事を体験しました。

本市のふるさと納税の取り組みについて知って
もらうことを目的とした本イベント。ふるさ

と納税アンバサダーに就任したギャル曽根さんは、
「特産品のおいしさを全国へPRしたい」と語りました。

五穀豊穣に感謝し、御神田に実った稲を収穫す
る抜

ぬ き ほ

穂祭が大岩田町の田んぼで行われました。
刈
か り め

女姿の農協関係者らが、「稲を刈りませー」の合
図とともに鎌を使って丁寧に稲を刈り取りました。

光で動くソーラーバッタを使い相撲を楽しむ子ども光で動くソーラーバッタを使い相撲を楽しむ子ども

８月に本市の中学生海外交流派遣団と現地交流
を行ったオーストラリアの学生らが本市を訪問。

この日は、浴衣の着付けや都城茶の入れ方を教わる
など、日本の文化体験を満喫していました。
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ま
ち
な
か
の
新
し
い
に
ぎ
わ
い

平
成
23
年
、
中
心
市
街
地
の
中
核
店
舗

で
あ
っ
た
百
貨
店
（
旧
都
城
大
丸
）
が
閉

店
。
ま
ち
に
活
気
が
失
わ
れ
る
中
、
に
ぎ

わ
い
再
生
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
か
ら

官
民
協
働
で
当
跡
地
を
活
用
し
た
公
共
施

設
と
民
間
施
設
を
複
合
的
に
整
備
す
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
紆う

よ余
曲
折

を
経
な
が
ら
も
、
公
共
施
設
は
中
心
市
街

地
中
核
施
設M

マ

ル

マ

ル

allm
all

が
平
成
30
年
４

月
に
開
館
。
民
間
施
設
は
民
間
複
合
施
設

T

テ

ラ

ス

タ

ERRA
STA

が
令
和
４
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

６
年
５
カ
月
で
来
館
者
１
千
万
人

市
立
図
書
館
や
ま
ち
な
か
広
場
、
ま
ち

な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ

ぴ
か
」
な
ど
の
施
設
が
集
約
さ
れ
て
い
る

M
allm

all

。

ま
ち
な
か
の

憩
い
の
場
と

し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
同

施
設
に
は
、

開
館
当
初
か

ら
世
代
を
問

わ
ず
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

９
月
14
日
に
は
、
開
館
か
ら
６
年
５
カ

月
で
来
館
者
が
１
千
万
人
に
到
達
。
１
千

万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
金
丸
彩
佳

さ
ん
（
平
塚
町
）
は
「M

allm
all

で
は
、

ぷ
れ
ぴ
か
で
子
ど
も
と
遊
び
、
帰
り
に
市

立
図
書
館
で
絵
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
ゆ
っ
く
り
自

分
の
時
間
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

まちなかで 憩い・学び・楽しむ「たまり場」

商工部

横山 哲
あ き

英
ひ で

部長

かつての中心市街地には、多くの
商店や百貨店が立ち並び、平成や令
和生まれの人が想像もできないよう
なにぎわいにあふれていました。家
族で映画を観て、百貨店を回り、食事
をして帰った休日。そうした中心市
街地での思い出は、今でも多くの人
の記憶に刻み込まれていると思います。

私は、形は違えども、かつての中
心市街地のように“記憶”に刻まれる
多様な体験ができる施設を目指して、
Mallmallの整備に携わってきました。
ここで過ごした時間が、多くの人た
ちの記憶に刻まれ、故郷の原風景と
なることを願いながら、憩い・学び・
楽しむ「たまり場」づくりを続けてい
きたいと思っています。

“記憶”に刻まれる
施設を目指して

来館者1000万人到達来館者
◎問い合わせ　商工政策課　☎23-2983

1 千万人目となった金丸さん親子
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地
域
住
民
と
外
国
人
住
民
を
つ
な
ぐ

県
は
、
外
国
人
住
民
の
住
居
確
保
や
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
交
流
と
い
う
課

題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
公
営
住
宅
を

活
用
し
た
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

松
之
元
自
治
公
民
館
で
は
、
本
事
業
を

活
用
し
、
２
月
か
ら
市
内
の
農
業
法
人
に

勤
め
る
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
６
人
を

地
域
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
地

域
の
清
掃
活
動
や
行
事
を
通
し
て
、
外
国

人
住
民
と
交
流
を
図
っ
て
い
る
本
地
域
。

９
月
か
ら
市
が
主
催
す
る
日
本
語
教
室
に

参
加
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
住
民
の
フ
ァ

ン
・
シ
ー
・
ヒ
ェ
ウ
さ
ん
は
「
日
本
語
を

も
っ
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
近
所
の

人
や
会
社
の
人
た
ち
と
色
々
な
話
を
し
て

み
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
多
文
化
共
生

私
た
ち
が
こ
の
ま
ち
で
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
１
人
で
も
多

く
の
理
解
や
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
国

籍
や
文
化
の
違
い
に
と
ら
わ
れ
ず
、
互
い

を
認
め
合
い
な
が
ら
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
１
人
１
人
が
同
じ
都
城
市
に
暮
ら

す
外
国
人
住
民
へ
の
理
解
を
深
め
、
互
い

に
歩
み
寄
り
ま
し
ょ
う
。

約
10
年
で
３
倍
に
増
加

令
和
６
年
８
月
時
点
の
本
市
の
外
国
人

住
民
数
は
２
３
５
１
人
で
、
平
成
25
年
８

月
時
点
の
７
８
２
人
か
ら
約
３
倍
に
増
加
。

外
国
人
住
民
の
国
籍
も
43
カ
国
と
多
様
化

し
て
い
ま
す
。

国
の
調
査
（
外
国
人
住
民
の
社
会
参
加

の
現
状
）
に
よ
る
と
、
自
ら
が
住
む
地
域

で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か

知
ら
な
い
外
国
人
住
民
の
声
が
多
く
、
職

場
以
外
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
て
い

な
い
こ
と
が
生
活
の
不
便
さ
を
感
じ
る
一

因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

松之元自治公民館
館長 上野　和秋さん

外国人住民との交流が地域の活気に 
２月に引っ越してきたヒェウさん

ら６人。当初はリサイクル資源の分
別などが難しかったようですが、近
所の人たちに教わり、少しずつ生活
のルールにも慣れてきたように思
います。毎月の環境美化活動をはじ
め、六月灯の準備やグラウンドゴル
フ大会など公民館の行事に若い６

人が参加してくれると、地域の人た
ちも和やかな雰囲気になり、活気を
感じます。

これからも地域行事への参加を
通じて日本の文化を感じてもらっ
たり、私たち地域住民も彼らを通じ
て外国の文化を学んだりできれば
うれしいです。

共生社会の実現に向けて

地域と共に暮らす
市では、国籍や民族などが異なる人同士が、互いの文化的な違

いを認め合い、そこに住む人たちが等しく安心・安全に暮らすこ
とができる「多文化共生」のまちづくりを目指しています。今回
は、沖水地区にある松之元自治公民館の取り組みを紹介します。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

外国人住民の社会参加の現状
0 10 20 30 40

参加したいと思うが、参加したことがない
町内会・自治会への加入

ボランティア活動（通訳、清掃など）
学校の保護者会（PTA）役員・PTA 活動
行政機関の活動への協力（各種委員など）

消防団への加入
その他

参加したいと思わない

39.9

15.6
14.4

10.0
1.7

1.0
2.3

28.9

1 位 どのような活動が行われているか知らない（65.6％）
2 位 言葉が通じるか不安がある（43.8％）
3 位 他の用事と時間が重なり、参加できない（36.2％）

参加したいと思うが、
参加したことがない

理由

（％）

日本語教室で日本語習得に励むファン・シー・ヒェウさんら
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ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（鎌）
地
域
の
18
自
治
公
民
館
の
館
長
や

役
員
ら
の
協
力
の
ほ
か
、
１
０
０
を
超

え
る
市
内
企
業
か
ら
協
賛
い
た
だ
く
な

ど
、
地
元
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

―
今
後
に
向
け
て
の
思
い
は

（原）
横
市
地
区
に
は
約
６
千
世
帯
が
住

ん
で
い
て
、
子
育
て
世
代
の
住
民
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

た
ち
が
「
今
度
は
何
が
あ
る
か
な
」
と

わ
く
わ
く
し
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け

を
考
え
て
、
地
域
の
こ
と
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
土
台
を
つ
く
る

こ
と
で
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を
地
域

全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

夏
ま
つ
り
で
子
ど
も
た
ち
の
思
い

出
づ
く
り
を

横
市
地
区
で
は
、
幅
広
い
世
代
の
住

民
が
参
加
し
て
、
地
域
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
住
民
主
体
の
夏
ま
つ
り
を

開
催
し
た
実
行
委
員
会
の
鎌
田
実
行
委

員
長
と
原
田
事
務
局
長
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。

―
夏
ま
つ
り
開
催
の
き
っ
か
け
は

（鎌）
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
夏
の
思
い

出
を
花
火
で
盛
り
上
げ
た
い
、
地
域
の

連
帯
感
を
高
め
た
い
と
い
う
思
い
で
、

昨
年
、
地
域
活
性
化
事
業
を
活
用
し
、

第
１
回
「
も
ち
お
公
園
夏
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

―
今
年
７
月
の
夏
ま
つ
り
の
様
子
は

（原）
今
年
は
約
２
千
人
が
来
場
し
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
花
火
で
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
る
な
ど
、
横
市
地
区
の
新
た
な
夏
の

風
物
詩
と
し
て
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
西
中

学
校
と
都
城
西

高
校
の
生
徒
55

人
が
企
画
段
階

か
ら
参
加
し
ま

し
た
。
学
生
な

ら
で
は
の
着
眼

点
で
「
歌
う
ま

選
手
権
」
や
ダ

住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
地
域
組
織
の

構
成
員
の
減
少
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
な
ど
、
多
く
の
地
域
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
の
先
も
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
民

や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
行
政
な
ど
が
積
極

的
に
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
各
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
設
置
。
さ
ら
に
、
地
域
の
課
題
を
地

域
の
力
で
解
決
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
都
城
市
地
域

活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
の
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
公
民
館
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
、各
種
団
体
に
よ
る
主
体
的
で
意
欲

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
横
市
地
区
の
取
り
組
み
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

☎
23
-７
１
４
６

活
気
あ
ふ
れ
る
！

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

実行委員長

鎌田 健
たけし

さん

事務局長

原田 修作さん

もちお公園夏まつり実行委員会
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文
化
財
保
護
の
取
り
組
み

市
で
は
、
地
元
住
民
や
事
業
者
の
協
力

の
下
、
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
た
文
化

財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
未
指
定

の
史
跡
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
が
協

力
し
な
が
ら
個
人
や
団
体
が
管
理
し
保
護

に
努
め
て
い
ま
す
。

遺
跡　
～
足
元
に
眠
る
文
化
財
～

地
面
の
下
に
は
、
昔
の
生
活
や
文
化
を

教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
が
眠
っ
て

い
ま
す
。

市
内
に
も
、
千
カ
所
以
上
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
て
、「
埋
蔵
文
化
財
」
と
呼

ば
れ
る
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
れ
ら

は
地
下
に
あ
る
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に

工
事
な
ど
で
影

響
を
与
え
て
い

る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
遺
跡

を
守
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
大
事

な
歴
史
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

文
化
財
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
生
活
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
財

産
で
、
昔
と
今
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を

担
う
「
地
域
の

宝
」
で
す
。
現

代
に
生
き
る
私

た
ち
に
、
生
き

て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
文
化

財
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。◎

問
い
合
わ
せ

　

文
化
財
課　

☎
23
-９
５
４
７

危
機
に
瀕
す
る
文
化
財

市
内
に
は
、
多
く
の
有
形
・
無
形
・
民

俗
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
が
大

切
に
保
存
・
継
承
し
て
き
ま
し
た
が
、
少

子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
影

響
で
文
化
財
を
守
る
担
い
手
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
荒
廃
し
た
り
、
破

壊
さ
れ
た
り
し
て
い
る
文
化
財
も
あ
り
ま

す
。 11

月
１
日
か
ら
７
日
は
文
化
財
保
護
強
調
週
間

み
ん
な
で
守
ろ
う
地
域
の
宝

み
ん
な
で
守
ろ
う
地
域
の
宝

そ
の
工
事
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

開
発
や
工
事
、
家
屋
の
建
築
な
ど
を
計

画
し
た
と
き
は
、
遺
跡
を
守
る
た
め
の
協

議
や
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
遺
跡
の
範
囲
の
照
会

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
デ
ジ

タ
ル
遺
跡
地
図
を
公
開

②
試
掘
・
確
認
調
査
（
市
負
担
）

③
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
る
文
化
財

市
内
に
は
、地
下
に
穴
を
掘
っ
て
造
る

「
地
下
式
横
穴
墓
」と
い
う
古
墳
が
多
く
存

在
し
ま
す
。
こ

の
古
墳
は
、市

民
か
ら
の
連
絡

で
存
在
が
確
認

さ
れ
る
こ
と
も

多
く
、そ
の
保

護
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

地域の宝を守り続ける～興
こ

玉
だま

神社内神殿（安久町）

興玉神社には、国の重要文化財である内神殿があります。こ
の貴重な文化財を守るため、安久地区で「興玉神社国重要文化
財管理組合」を設立。組合のメンバーは、藤

つ
田
だ
自治公民館長の

鬼束巌
いわお
さんをはじめとした同地区の自治公民館長の皆さんで、

草刈りや掃除、火事対策の訓練、毎日の見回りなどを行ってい
ます。また、多くの地域住
民も協力し、費用を出した
り、作業を手伝ったりして
います。
一方で、人口減少が進む
につれて、伝統を守ること
が難しくなっています。そ
こで組合は、夜神楽大祭の
開催やしめ縄の手作りなど
を通じて地域の意識高揚に
努めています。この活動は、
地域の歴史や文化を次の世
代に伝える大切な役割を果
たしています。

兼喜神社（都島町）兼喜神社（都島町）

高城町牧原遺跡群箱式石棺墓高城町牧原遺跡群箱式石棺墓

地下式横穴墓（菓子野町）地下式横穴墓（菓子野町）

鬼束館長鬼束館長

興玉神社内神殿　※通常は非公開興玉神社内神殿　※通常は非公開

ひ
ん
ひ
ん
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～ＤＶや性暴力の悩み、受け止めてくれる人がきっといる～

〝
ス
ト
ッ
プ
！
性
暴
力
〞

同
意
の
な
い
性
的
な
行
為
は
性
暴
力

年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
性
被
害

に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
相
手
と
対
等

で
は
な
か
っ
た
り
、
嫌
だ
と
言
え
な
い
状

況
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
同
意
が

あ
っ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
受
け
た
人
へ

被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を
誰
に
も
相
談
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
悪
い
の

は
加
害
者
で
、
あ
な
た
は
悪
く
あ
り
ま
せ

ん
。
心
の
ケ
ア
や
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
身
近
な
人
や
相
談
窓
口
に

相
談
く
だ
さ
い
。

被
害
後
間
も
な
い
人
は
、
ま
ず
は
安
全

な
場
所
や
安
心
で
き
る
場
所
を
確
保
し
て

か
ら
、
そ
の
後
の
行
動
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

相
談
を
受
け
た
人
へ

被
害
に
あ
っ
た
人
を
安
心
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
重
要
な
存
在
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
気
持
ち
を
丁
寧
に
聴
き
、
そ
の
ま

ま
受
け
止
め
、﹁
あ
な
た
は
悪
く
な
い
﹂

と
繰
り
返
し
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
相
談
窓
口
へ
の
相
談
を
勧
め

て
く
だ
さ
い
。

「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
と
は

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
Ｄ
Ｖ︵
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
︶、
性

犯
罪
︵
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
性
的
な
暴

力
を
含
む
︶、
売
買
春
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な

課
題
で
す
︒

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者

と
被
害
者
の
間
柄
︵
家
族
、
知
人
、
同
僚

な
ど
︶
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
現
状
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
人
権
へ
の
軽
視
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
人
権

の
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

本
市
の
状
況

昨
年
度
、
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
９
５
７
件
に

上
り
ま
し
た
︒
そ
の
う
ち
Ｄ
Ｖ
関
連
が
１

９
７
件
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
が
５
件
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
性
犯
罪
が
各
１
件
で

Ｄ
Ｖ
関
連
の
相
談
は
、
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
︒

※
Ｄ
Ｖ
に
は
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
暴
力
も

含
ま
れ
ま
す

悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談
を
！

︻
電
話
相
談
窓
口
︵
相
談
専
用
︶︼

●
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
23-

７
１
５
７

●
宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５-

22-

３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室

☎
＃
９
１
１
０
︵
全
国
共
通
︶

●
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

﹁
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
﹂

☎
０
９
８
５-

38-

８
３
０
０

︻
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
︼

●
配
偶
者
・
交
際
相
手
か
ら

の
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
窓
口

﹁
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
﹂

●
性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
窓
口

﹁
Ｃキ

ュ

ア

ｕ
ｒ
ｅ
Ｔタ

イ

ム

ｉ
ｍ
ｅ
﹂

︻
そ
の
他
の
相
談
窓
口
︼

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ス
ト
ー
カ
ー
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し

て
い
ま
す
︒

パ
ネ
ル
展

◉
期
間

11
月
12
日
㈫
~
25
日
㈪

◉
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◉
内
容　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
内
容
や

相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介

11月12日～25日は

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です。
国や県、市では、女性に対する暴力の問題に関する取り組みを一層強化することを目的に、「女性に対する暴

力をなくす運動」を実施しています。この機会にみんなで考えてみませんか。
◎問い合わせ　男女共同参画センター　☎23-2121



9 Miyakonojo City Public Relatio㎱    2024.11

本
市
の
児
童
虐
待
の
現
状

令
和
５
年
度
、
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
新

規
児
童
家
庭
相
談
は
４
４
５
件
で
、
そ
の

う
ち
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
１
８
０
件
。

こ
の
虐
待
相
談
件
数
は
、
過
去
最
多
を
更

新
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
面
前
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
警
察
か
ら
の
通
告
の
増
加
と
と
も

に
、
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◉
虐
待
の
分
類

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
、
戸
外
に

閉
め
出
す　
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
無
視
す

る
、
兄
弟
間
な
ど
で
差

別
す
る
、
子
ど
も
の
前

で
夫
婦
け
ん
か
や
暴

言
・
暴
力
を
行
う
面
前

Ｄ
Ｖ　
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・

怠
慢
）

食
事
を
与
え
な
い
、
不

潔
に
す
る
、
家
に
閉
じ

込
め
る
、
車
内
に
放
置

す
る
、
医
療
を
受
け
さ

せ
な
い
、
養
育
者
以
外

の
同
居
人
な
ど
か
ら
の

虐
待
を
放
置
す
る　
な

ど

性
的
虐
待

性
的
関
係
を
強
要
す

る
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る　
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
し
つ
け
、
虐
待
か
も

子
ど
も
に
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル

を
教
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
養
育
者
の
期
待
を
押
し
つ
け
、
言

葉
で
責
め
立
て
た
り
、
暴
力
で
従
わ
せ
た

り
す
る
こ
と
は
、「
し
つ
け
」で
は
な
く「
虐

待
」
で
す
。

虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
に
恐
怖
や
ト
ラ

ウ
マ
と
し
て
残
り
、
そ
の
成
長
・
発
達
に

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
の
身
体
に

何
ら
か
の
苦
痛
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
不

快
感
を
意
図
的
に
も
た
ら
し
た
り
す
る
行

為
は
、
全
て
体
罰
で
あ
り
法
律
で
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

手
を
あ
げ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ど

で
否
定
的
な
感
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
背

景
に
何
が
あ
っ
た
か
、
子
ど
も
の
立
場
や

主
張
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
深
呼

吸
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
６
秒
数
え
た
り
す
る
な
ど
、
少

し
で
も
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
つ
な
が
り
そ

う
な
自
分
な
り
の
工
夫
を
見
つ
け
、
子
ど

も
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

子
育
て
を
頑
張
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事

が
あ
る
と
き
に
は
、
身
近
な
人
や
専
門
機

関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
、
話
を
す
る
こ
と
で
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
の
気
付
き
で
守
ら
れ
る
命

近
所
の
人
な
ど
が
あ
い
さ
つ
や
声
を
か

け
て
く
れ
る
だ
け
で
、
養
育
者
の
気
持
ち

が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
養
育
者

や
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
温
か
い
気
持
ち

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
相
談
・
連
絡
先

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

※
無
料

☎
１
８
９︵
い
ち
は
や
く
︶

こ
ど
も
家
庭
課　
☎
23-

０
９
６
４

宮
崎
県
南
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

︵
都
城
児
童
相
談
所
︶　

☎
22-

４
２
９
４

子
育
て
に
関
す
る
相
談

市
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
36-

５
６
６
１

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
︵
高
城
保
健
セ
ン

タ
ー
︶　
☎
58-

６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
︵
高
崎
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
︶　
☎
62-

４
４
１
１

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
り
ん

☎
45-

２
１
４
０

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

※
無
料　

☎
０
１
２
０-

１
８
９-

７
８
３

11月は

児童虐待防止推進月間
全国的に児童虐待に関する通報や相談件数は増加傾向にあり、

虐待によって子どもの命が失われる痛ましい事件も後を絶ちませ
ん。児童虐待をなくすために、私たちにできることは何か、この
機会に地域や家庭で話し合ってみましょう。

◎問い合わせ　こども家庭課　☎23-0964
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納
期
内
納
付
と
自
主
納
付
が
原
則

市
が
扱
う
税
金
に
は
、
市
県
民
税
や
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
が
あ
り

ま
す
︒
税
金
は
納
期
内
納
付
と
自
主
納
付

が
原
則
で
す
︒

便
利
な
口
座
振
替
で
納
付
忘
れ
防
止

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
﹁
Ｗ
ｅ

ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
﹂
で
は
、
個

人
の
口
座
で
あ
れ
ば
、
口
座
振
替
依
頼
書

の
記
入
や
届
出
印
が
不
要
で
、
金
融
機
関

に
出
向
く
必
要
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
︒

利
用
で
き
る
金
融
機
関
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
︒

※
従
来
通
り
、
市
内
の
金
融
機
関
窓
口
で

の
申
し
込
み
も
可
能

ア
プ
リ
な
ど
で
も
支
払
い
が
可
能
に

eL
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書

で
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
地
方
税
お
支

払
い
サ
イ
ト
や
各
種
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
な
ど
で
支
払
い
が
可

能
で
す
︒
詳
し
く
は
、
地
方

税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
︒

※
令
和
６
年
度
、
本
市
で
は
市
県
民
税

︵
普
通
徴
収
︶・
森
林
環
境
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
が
対
象

納
付
忘
れ
も
「
滞
納
」
で
す

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
こ
と
を

﹁
滞
納
﹂
と
い
い
ま
す
︒
う
っ
か
り
や
不

注
意
に
よ
る
納
付
忘
れ
で
あ
っ
て
も
滞
納

に
な
り
ま
す
︒
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
本

税
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
併

せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
と
き

病
気
や
失
業
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
の

た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
︒
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
際
は
、
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
︒

毎
週
木
曜
日
は
、
納
税
管
理
課
と
保
険

年
金
課
で
19
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
︒

滞
納
が
続
く
と
滞
納
処
分
さ
れ
ま
す

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
国
税
徴
収

法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
﹁
滞
納

処
分
﹂
で
す
︒
滞
納
の
状
態
が
続
く
と
、

滞
納
し
て
い
る
人
の
財
産
︵
預
貯
金
や
給

与
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
︶
を
差
し

押
さ
え
て
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
当

し
ま
す
︒
場
合
に
よ
っ
て
は
、
滞
納
者
宅

の
捜
索
や
自

動
車
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
を

行
い
、
公
売

し
ま
す
︒
滞

納
処
分
は
、
本
人
承
諾
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
行
い
ま
す
︒

勤
め
て
い
る
人
の
納
付
方
法

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
の
市
県
民

税
は
、
特
別
徴
収
制
度
に
よ
る
給
与
差
し

引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
同
制
度
は
、
雇

用
主
が
従
業
員
の
給
与
か
ら
預
か
っ
て
納

入
す
る
制
度
で
す
︒
雇
用
主
の
皆
さ
ん
は
、

納
入
期
限
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
い
︒

雇
用
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
、
会
社
に
給
与
な
ど
の
調
査
を
依
頼

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
調
査
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
︒

税金税金はは納付期限納付期限までにまでに
納めましょう納めましょう

税金は、福祉や教育、生活環境整備など行政サービスを提供するた
めの重要な財源です。 私たちが健康で豊かな暮らしを送るために欠かせ
ない財源である税金を、定められた期限までに納付しましょう。

◎問い合わせ 市税について 納税管理課　☎23-2126
 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について
  保険年金課　☎23-7144
 介護保険料について 介護保険課　☎23-2596

　　　 納期
 税目

12/2
㈪

12/25
㈬

1/31
㈮

2/28
㈮

3/31
㈪

固定資産税 ● ●

市 県 民 税 ●

国 民 健 康
保 険 税 ● ● ● ● ●

後期高齢者
医療保険料 ● ● ● ●

介護保険料 ● ● ● ●

11月以降の税金および保険料の納付期限
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安心してください！

マイナンバーカードは安全です！

Q1　マイナンバーカードを落としても大丈夫？ 
顔写真入りのため、第三者がなりすますことはできません。マイナンバーカードの利用には、暗証番号による

認証が必要なため、他人が悪用することは困難です。
Q2　マイナンバーを見られても大丈夫？

マイナンバーを利用する手続きでは、顔写真付きの本人確認書類などでの
本人確認が必要であるため、悪用はできません。
Q3　個人情報は大丈夫？ 

ICチップ部分には、税や年金などの情報は入っていません。「健康保険証
としての利用申込」や「公金受取口座の登録」をしても、「薬剤情報」や「預
貯金額」などが記録されるわけではありません。

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
は
安
全
の
確
保

通
報
者
本
人
が
火
事
や
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず

は
周
辺
を
確
認
し
安
全
な
場
所
に
移
動
す

る
な
ど
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

②
正
確
な
場
所
を
伝
え
る

消
防
車
や
救
急
車
が
い

ち
早
く
出
動
す
る
た
め
に

は
、
正
確
な
場
所
の
特
定

が
重
要
で
す
。
は
っ
き
り

と
し
た
住
所
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
近
く
の
目
標

物
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③
指
令
課
員
の
問
い
か
け

に
答
え
る
だ
け

焦
る
気
持
ち
を
抑
え
て
、

指
令
課
員
か
ら
の
質
問
に

「
ゆ
っ
く
り
・
正
確
に
・

は
っ
き
り
」
と
答
え
る
こ

と
を
意
識
く
だ
さ
い
。

「
早
く
来
て
」で
電
話
を
切
ら
な
い
で
！

通
報
を
受
け
た
指
令
課
員
と
現
場
に
向

か
う
救
急
隊
・
消
防
隊
は
別
で
す
。
電
話

で
話
し
て
い
る
間
に
も
、
消
防
車
や
救
急

車
は
現
場
に
向
か
っ
て
出
動
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
、
現
場
の
詳
し
い
状
況
を
指
令

課
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

正
確
な
情
報
が
迅
速
な
出
動
の
カ
ギ

１
１
９
番
通
報
は
突
然
の
こ
と
な
の
で
慌
て
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
誤
っ
た
情
報
や
早

口
の
通
報
で
は
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
ん
な
状
況
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
消
防
車
や
救
急

車
の
到
着
や
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
迅
速
な
出
動
や
ス
ム
ー
ズ
な
現
場
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
正
確
な
通
報
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　

☎
22
-８
８
８
２

マイナンバーカードには、プライバシー性の高い個人情報は記録されていません。また、偽造
防止のためのさまざまなセキュリティ対策が施されています。

◎問い合わせ　マイナンバーカードサポートセンター　☎23-2774

・カードの紛失や盗難の場合は、24時間365日体制で一時利用停止が可能！
（マイナンバーカード総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178）
・アプリごとに暗証番号を設定でき、一定回数間違えると機能ロック！
・不正に情報を読み出そうとすると、ICチップが壊れる仕組み！

万全の
セキュリティ対策！

通報者 消防局 救急隊

救急です

１１９番消防です
火事ですか？
救急ですか？

救急車を向かわ
せる場所を教え
てください。

だれが、
どうしましたか。

〇〇町〇〇番地
です。〇〇商店の

隣です。

〇〇代の男性で
す。転んで足を
けがしています。

この後、詳しく状況を聞きます。電話を
切らず落ち着いて話してください。

出動準備

出動

POINT
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民
俗
芸
能
を
次
世
代
へ

市
内
に
は
、
歴
史
や
風
土
の
中
で
育
ま

れ
、
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後

継
者
不
足
や
関
心
の
低
下
な
ど
で
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
度
途
絶
え
て
し

ま
う
と
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

本
市
で
は
、
小
・
中
学
校
が
設
置
す

る
民
俗
芸
能
伝
承
研
究
会
や
民
俗
芸
能

保
存
会
の
活
動

な
ど
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

都
城
民
俗
芸
能
祭
（
無
料
）

市
内
５
保
存
会
に
よ
る
大
王
棒
踊
や
東つ

ま

霧
島
龍
神
太
鼓
の

ほ
か
、
若
い
世
代

へ
の
承
継
と
し
て

今
町
小
学
校
５
・

6
年
生
が
大
岩
田

町
に
伝
わ
る
八
反

俵
踊
を
披
露
し
ま

す
。

◎
日
時

12
月
１
日
㈰　
13
時
~

◎
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◎
そ
の
他

11
月
１
日
㈮
か
ら
１
階
座
席

指
定
券
を
地
域
振
興
課
や
各
総
合
支
所
地

域
生
活
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
配
付

※
2
階
自
由
席
は
当
日
先
着
順

民
俗
芸
能
は
心
の
ふ
る
さ
と

郷
土
の
伝
統
を
後
世
へ

フォトコンテストに
投票しませんか
民俗芸能をテーマにした作品
を展示しています。ぜひ投票
ください。

【総合文化ホール】
11月７日㈭～17日㈰

【市立図書館】
11月19日㈫～28日㈭

総
合
文
化
ホ
ー
ル︵
通
称

：

Ｍ
エ
ム
ジ
ェ
イＪ
︶は
、

多
様
な
人
々
が
文
化
芸
術
を
楽
し
め
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

Ｍ
Ｊ
に
は
大
・
中
の
２
つ
の
ホ
ー
ル
や

練
習
室
、
創
作
室
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
、
会

議
室
、
和
室
が
あ
り
、
文
化
芸
術
活
動
の

練
習
や
発
表
、
打
ち
合
わ
せ
、
講
演
会
な

ど
目
的
に
応
じ
た
利
用
が
で
き
ま
す
。

多
様
な
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

Ｍ
Ｊ
主
催
の
公
演
鑑
賞
時
に
は
、
保
育

士
が
未
就
学
児
を
預
か
る
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
。
大
・
中
ホ
ー
ル
に
は
親
子
で
鑑

賞
が
楽
し
め
る
親
子
室
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
補
聴
器
や
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
の

貸
し
出
し
な
ど
、
多
様
な
文
化
芸
術
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
M
J
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い

ひ
と
や
ま
ち
に
イ
ロ
ド
リ
を

ひ
と
や
ま
ち
に
イ
ロ
ド
リ
を

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　
　
　

☎
23
-２
１
３
２

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

☎
23
-７
１
４
０

市
で
は
、貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る「
民

俗
芸
能
」を
絶
や
す
こ
と
な
く
、後
世
へ

守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

☎
23
-２
１
３
２今町小学校児童による八

はっ
反
たん

俵
たわら

踊
おどり

私たちは、施設予約やチケッ
ト販売などの業務をMJの窓口
で行っています。MJの各施設は、
複数人での利用はもちろん、1人
で楽器を練習するなど、人数を問
わず利用できます。相談内容に応
じて最適な施設利用を提案します
ので、気軽に相談ください。

全ての人が笑顔になる
ＭＪを目指して

ＭＪ利用担当
( 左から ) 加藤 萌

もえ
愛
か

さん／
丸山 美穂さん／山下 流

る
和
な

さん
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都
城
市
の
平
均
気
温
が
上
昇
中

地
球
温
暖
化

の
影
響
で
市
内

の
年
間
平
均
気

温
は
上
昇
傾
向
。

異
常
気
象
や
健

康
被
害
な
ど
の

リ
ス
ク
が
年
々

高
ま
っ
て
い
ま

す
。

家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
省
エ
ネ
活
動

「
エ
コ
活
」。
日
々
の
暮
ら
し
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
取

り
組
め
る
エ
コ
活
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

・
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
→
「
中
」

　
（
傷
み
や
す
い
食
材
に
注
意
）

・
外
出
・
就
寝
時
の
15
分
前
に
は
暖
房
を

オ
フ

・
カ
ー
テ
ン
を
厚
手
に
変
更
（
保
温
効
果

が
見
込
ま
れ
る
）

・
扇
風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
上
向

き
に
（
空
気
の
循
環
で
部
屋
全
体
を
暖

か
く
）

・
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る
（
暖
房
便
座
の

放
熱
を
防
ぎ
、
消
費
電
力
を
抑
え
る
）

・
洗
濯
物
の
ま
と
め
洗
い
（
容
量
の
８
割

以
上
が
目
安
）

・
自
動
車
運
転
時
は
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

「
e
ス
タ
ー
ト
」（
最
初
の
５
秒
で
時

速
20
㌔
程
度
が
目
安
。
10
㌫
程
度
燃
費

が
改
善
）

み
ん
な
で
エ
コ
活
！

家
庭
や
環
境
に「
優
し
い
」を
届
け
よ
う

６
月
号
で
紹
介
し
た
エ
コ
活
の
第
２
弾
。
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
な
ど
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23
-２
１
３
０

都城市の平均気温の推移（℃）

（年）

16.00

16.50

17.00

1974　
～1983

1984　
～1993

1994　
～2003

2004　
～2013

2014　
～2023

15.81

16.20

16.68
16.80

17.17

市の取り組み
市では、「家庭の日」に家族で市内文化施設に

来館した際の入場料を無料にしています。対象施
設などは次のとおりです。ぜひ利用ください。
◉施設・対象者

市立美術館　☎25–1447
都城島津邸　☎23–2116
山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館　☎57–5295
たちばな天文台　☎62–4936

高校生以下の子ども連れの家族

都城市歴史資料館　☎25–8011
高城郷土資料館　☎58–5963

高校生以下の子どもまたは妊娠中の人がいる家族

プラスチックごみを減らすために
・マイバッグやマイ箸、マイボトルを使用する
・プラスチック製のコップやスプーン、フォーク、
ストローの使用を減らす
・ごみはルールに従って正しく分別する

４
よん

Ｒ
アール

の推進～使い捨てから循環型社会へ～
ごみを減らし、限りある資源を大切
にして、環境に優しい社会をつくる重
要な取り組み「４Ｒ運動」に積極的に
取り組みましょう。
・R

リフュ ー ズ

efuse	 ごみになるものを断る
・R

リ デ ュ ー ス

educe	 ごみを減らす
・R

リ サ イ ク ル

ecycle	 再生利用する
・R

リ ユ ー ス

euse	 繰り返し使って正しく	
	 分別する

生涯学習課　☎ 23-9545
環境業務課　☎ 24-5560

県は、家族の心の触れ合いを大切にする日とし
て、毎月第３日曜日を「家庭の日」と定めています。
家族が温かい心の触れ合いを持ち、明るく楽しく
過ごしてみませんか。

プラスチックごみの一部が、不適正な処理のた
め海洋へ流出し、その量が年々増加しています。
このままでは、地球規模での環境汚染が懸念され
ています。

家族で楽しい一日を
「家庭の日」

未来のために減らそう
プラスチックごみ
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◉
日
時　
11
月
21
日
㈭　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
が
ん
患
者
お
よ
び
家
族
な
ど

※
要
申
し
込
み

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
内
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
－
４
１
１
－
３
２
９

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

◉
科
目
・
日
時
・
受
講
料
・
開
講
日

手
編
科（
全
20
回
）

毎
週
火
曜
日

10
時
～
15
時　
３
万
５
千
円　
12
／
３
㈫

着
付
科（
全
10
回
）

毎
週
木
曜
日　

①
13
時
～
15
時
、
②
19
時

～
21
時　
１
万
８
千
円　
12
／
５
㈭

エ
ク
セ
ル
の
基
本
と
応
用
講
座（
全
８
回
）

毎
週
木
曜
日

19
時
～
21
時　
２
万
円　
12
／
５
㈭　

※
３
人
以
上
で
開
講

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座（
ワ
ー
ド
）（
全

８
回
）

毎
週
土
曜
日

10
時
～
12
時　
２
万
円　
12
／
７
㈯

※
３
人
以
上
で
開
講

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
全
10
回
）

①
隔
週
金
曜
日
、
②
隔
週
土
曜
日　

９
時

～
12
時　

２
万
３
千
円　

①
12
／
13
㈮
、

②
12
／
14
㈯

※
定
員
①
は
２
人
。
②
は
な
し

Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科（
全
28
回
）

毎
週
月
・
木
曜
日

19
時
～
21
時　
５
万
円　
12
／
19
㈭　

※
５
人
以
上
で
開
講

各
開
講
日
の
10
日
前
ま
で
に
都
城
地

域
高
等
職
業
訓
練
校　
☎
23
－
２
３
１
６

成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
参
加
者

◉
日
時　
１
月
19
日
㈰　
８
時
30
分
～

◉
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
場
所

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◉
種
目
・
対
象　

【
男
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１
・
２
年
生

千
㍍

小
学
３
年
生

２
㌔

小
学
４
～
６
年
生

３
㌔

中
学
生

５
㌔

高
校
生
、
一
般
、
壮
年

【
女
子
】

８
０
０
㍍
小
学
１
・
２
年
生

千
㍍

小
学
３
年
生

２
㌔

小
学
４
～
６
年
生

３
㌔

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
、
壮
年

◉
費
用　
高
校
生
以
下
６
０
０
円

　
　
　
　
一
般
・
壮
年
１
５
０
０
円

宮
崎
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

11
月
11
日
㈪
～
12
月
６
日
㈮
に
メ
ー
ル
で

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

toasu4201@
yahoo.co.jp

池
巡
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

◉
日
時　
11
月
17
日
㈰　
９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
（
え
び
の
市
末
永
）

※
８
時
30
分
受
付

◉
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　
30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円
（
保
険
・
ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
高
校
生
以
下
３
０
０
円
、
駐
車
場
代
別

途
５
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

11
月
15
日
㈮
ま
で
に
そ
お
・
み
や

こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
宮
川
）

☎
０
９
０
－
３
７
９
７
－
３
８
４
５

山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
定
期
公
演

◉
日
時　
11
月
17
日
㈰　
14
時
～

◉
場
所　
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

◉
演
目　
娘
手
踊
り
（
お
伊
勢
参
り
）、

門
出
八
嶋
～
八
嶋
合
戦
の
段
（
い
く
さ
ん

ば
、
弁
慶
の
段
切
）、
門
出
八
嶋
～
八
嶋

の
浦
の
段
（
提ち

ょ
う

灯ち
ん

と
ぼ
し
）、
間あ

い

狂き
ょ
う

言げ
ん

～

太
郎
の
御ご

前ぜ

迎む
け

◉
費
用　
一
般
７
４
０
円
（
５
３
０
円
）、

高
校
生
５
３
０
円
（
３
３
０
円
）、
小
・

中
学
生
３
３
０
円

（
２
１
０
円
）

※
（　
）
は
20
人

以
上
の
団
体
料

金人
形
の
館

　
☎
57
－
５
２
９
５

秋
の
国
分
史
跡
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

霧
島
市
国
分
の
史
跡
や
資
料
館
を
巡
り
、

秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
11
月
30
日
㈯　
９
時
～

※
雨
天
中
止

◉
集
合
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

駐
車
場　
※
８
時
45
分
集
合

◉
定
員　
30
人　
※
申
し
込
み
順

◉
費
用　
７
５
０
０
円

※
南
九
州
文
化
会
員
は
６
５
０
０
円

11
月
20
日
㈬
ま
で
に
南
九
州
文
化

研
究
会
（
狩
野
）

☎
０
８
０
－
２
５
６
５
－
９
３
０
８

南
九
州
文
化
会
誌
１
４
０
号
発
行
記
念

講
演
会
（
無
料
）

大
島
畠
田
遺
跡
と
郡
元
西
原
遺
跡
を
中

心
に
、
平
安
時
代
の
都
城
の
様
子
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

◉
日
時　
12
月
７
日
㈯　

　
　
　
　
15
時
～
16
時
30
分

◉
場
所　
メ
イ
ン
ホ
テ
ル
（
上
町
）

◉
定
員　
60
人　
※
申
し
込
み
順

南
九
州
文
化
研
究
会
（
東
別
府
）

　
　
☎
０
９
０
－
３
６
６
５
－
８
０
９
２

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ン

ル
ピ
ナ
ス
（
無
料
）

　
が
ん
治
療
中
の
食
事
に
関
す
る
悩
み
や

相
談
な
ど
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

募
　
集

催
　
し

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45

都城市公式LINEでは、イベント情報などを入手できます

講
座
・
教
室
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

◉
日
時
・
場
所
・
費
用

①
太
極
拳
ひ
ま
わ
り

毎
週
水
曜
日　

19
時
30
分
～
21
時
30
分　

横
市
地
区
公
民
館　

１
回
５
０
０
～
８
０

０
円

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

◉
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
持
参
物

②
ク
レ
ー
プ
＆
米
粉
パ
ン
教
室

12
／
26
㈭　
10
時
～
12
時　

M

マ

ル

マ

ル

allm
all

ま

ち
な
か
キ
ッ
チ
ン　

６
組　

※
５
組
以
上

で
開
催　
３
千
円　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

持
ち
帰
り
用
の
袋

①
は
随
時
、
②
は
12
月
13
日
㈮
ま

で
に
生
涯
学
習
課　
☎
23
－
０
９
６
２

子育てネットおひさまとはらっぱ主催のイ
ベント

【季節のワークショップ
「クリスマスリース作り」】
◦日時　11/18㈪　19時〜
◦場所　横市地区公民館
◦費用　800円（材料費）　※要申し込み

【子育て講演会「子どもに伝えたい性のはなし」】
◦日時　１２/ １ ㈰　14時〜16時
◦場所　横市地区公民館　※要申し込み
子育てネットおひさまとはらっぱ（岡本）
　☎080-6411-8441
※各イベントとも、子どもの預かりサービスあり

ハラスメント研修
「ハラスメント防止セミナー」
◦日時　11/22㈮
　　　　13時30分〜17時30分
◦場所　まちなか交流センター
NPO法人らしく（甲斐）

　☎77-1840

健
康
講
座
（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
28
日
㈭　
14
時
～
15
時

◉
場
所　
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

◉
内
容　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
清
武

香
さ
ん
に
よ
る
が
ん
に
伴
う
痛
み
に
つ
い

て　
※
申
し
込
み
不
要

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
－
４
１
１
１

プ
ロ
か
ら
学
ぶ「
清
掃
講
習
」（
無
料
）

◉
日
時　
11
月
29
日
㈮　
10
時
～
15
時

◉
場
所　
老
人
い
こ
い
の
家
（
郡
元
町
）

◉
対
象
・
定
員　
市
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
ま
た
は
入
会
を
検
討
中
の
人　
８
人

11
月
19
日
㈫
ま
で
に
都
城
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン

タ
ー
（
〒
885
－
０
０
６
１　
下
長
飯
町
１

９
１
６
－
１
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス

☎
25
－
１
０
０
０　
FAX 

25
－
１
０
０
１

都
城
Ｎニ

ク

ル

ⅰ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
主
催
の
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
日
時
・
定
員
・
費
用

①
ウ
イ
ン
ナ
ー
燻く

ん
製せ

い
教
室

11
／
29
㈮　

10
時
～
13
時　

10
人　

３
千

円　②
痛
み
ケ
ア
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

11
／
29
㈮　

10
時
～
11
時　

20
人　
５
０

０
円　

③
瞑め

い
想そ

う
と
ヨ
ガ

12
／
20
㈮　

10
時
～
11
時　

10
人　
５
０

０
円

④
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

12
／
20
㈮　
10
時
～
11
時　
６
組

５
０
０
円

◉
そ
の
他　
①
は
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

保
冷
バ
ッ
グ
を
持
参

※�

申
し
込
み
順
。
詳
し
く
は

都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

①
は
11
月
20
日
㈬
、
②
は
11
月
28

日
㈭
、
③
④
は
12
月
19
日
㈭
ま
で
に
コ
コ

ニ
ク
ル
都
城　

☎
38
－
５
５
２
９

NPOのイベント情報

※�詳しくは、市ホームページを確認ください

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
子育て講座「足育について」
⃝日時　11/29㈮　10時30分～11時30分
⃝定員　20組　※申し込み順
山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
0歳の赤ちゃんroom
⃝日時　11/14㈭　10時～12時
山田地域子育て支援センター　☎64-3171
バランスボール
⃝日時　11/8㈮　10時～11時
⃝定員　7組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
ウルトラマン教室
⃝日時　11/13㈬　10時30分～11時30分
⃝定員　10組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
勝元真見先生の楽しい知育ヨガ
⃝日時　12/3㈫　10時30分～11時30分
⃝定員　7組　※申し込み順

申し込みフォーム
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を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
の
是
非
を
、
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
審
査
す
る
制
度
で
す
。

令
和
７
年
度
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
検
察
審
査
会
事
務
局

か
ら
「
検
察
審

査
員
候
補
者
名

簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

宮
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

　
☎
０
９
８
５
－
68
－
５
１
２
０

介
護
の
有
資
格
者
届
出
制
度
を
活
用

く
だ
さ
い

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
人
が

介
護
の
仕
事
を
離
れ
て
も
、
介
護
の
仕
事

で
再
び
活
躍
で
き
る
届
出
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

在
職
中
ま
た
は
離
職
時
に
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
に
届
出
・
登
録
す
る
と
、
介
護

に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
り
、

研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
の
維
持
・
向
上
の
サ

ポ
ー
ト
、
就
業
支
援
を
継
続
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
対
象
の
資
格
や
研
修
、
届
出
先
な
ど
詳

し
く
は
、
中
央
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５
－
32
－
９
７
４
０

11
月
10
日
は
「
市
民
一
斉
清
掃
・
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
」

環
境
保
全
や
自
然
保
護
に
対
す
る
意
識

高
揚
を
図
り
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
宮
崎
。
家
の
周
り
の
道
路
・
側
溝

の
草
取
り
や
ご
み
拾
い
、
花
を
植
え
る
緑

化
活
動
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
自
治
公
民
館
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
日
程

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

環
境
政
策
課　
☎
23
－
２
１
３
０

都
城
圏
域
就
職
説
明
会
（
無
料
）

◉
日
時
・
企
業
名

11
／
14
㈭

①
②
③
④

㈱
川
口
鉄
工
、
㈱
九
南
フ
ィ
ー

ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

㈱
キ
ン
グ

11
／
14
㈭

⑤
⑥
⑦
⑧

南
国
興
産
㈱
、
㈱
九
南
フ
ィ
ー

ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

日
本
情
報
ク
リ
エ
イ
ト
㈱

11
／
19
㈫

①
②
③
④

⑤
⑥
⑦
⑧

社
会
福
祉
法
人
豊
の
里
、
社
会

福
祉
法
人
ま
り
あ
、
社
会
福

祉
法
人
ス
マ
イ
リ
ン
グ
パ
ー

ク

11
／
20
㈬

①
②
③
④
持
永
木
材
㈱
、
㈱
川
口
鉄
工
、

㈱
キ
ン
グ

11
／
20
㈬

⑤
⑥
⑦
⑧

持
永
木
材
㈱
、
丸
宮
建
設
㈱
、

㈱
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス

※
①
10
時
～
10
時
30
分
、
②
10
時
30
分
～

11
時
、
③
11
時
～
11
時
30
分
、
④
11
時

30
分
～
12
時
、
⑤
14
時
～
14
時
30
分
、

⑥
14
時
30
分
～
15
時
、
⑦
15
時
～
15
時

30
分
、
⑧
15
時
30
分
～
16
時

※
①
～
⑧
の
各
回
で
１
社
選
択
し
説
明
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

◉
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
２
階

※
申
し
込
み
不
要
。
履
歴

書
不
要
。
詳
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い

商
工
政
策
課　
☎
23
－
２
９
８
３

11いい
月
30みらい
日
は
「
年
金
の
日
」

国
民
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
期
の
生
活
設

計
に
思
い
を
巡
ら
す
日
と
し
て
、
国
で
は

毎
年
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
な
ど
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

年
金
記
録
な
ど
は
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
や
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
確
認

く
だ
さ
い
。

都
城
年
金
事
務
所　
☎
23
－
２
５
７
１

12
月
の
巡
回
が
ん
健
診
（
要
予
約
）

【
乳
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

12
／
２
㈪
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
／
17
㈫
①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　
①
９
時
～
11
時
30
分
、
②

13
時
～
15
時
30
分

◉
定
員
・
検
診
料　
各
回
30
人　
２
千
円

【
子
宮
頚け

い
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
20
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年
生

ま
れ
の
女
性
、
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
、
個
別
通
知
者　
※
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

12
／
17
㈫
①
②
五
十
市
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　
①
９
時
～
10
時
30
分
、
②

13
時
～
14
時
30
分

◉
定
員　
①
80
人
、
②
50
人

◉
検
診
料　
１
３
０
０
円

【
①
特
定・後
期
高
齢
者
健
診
、
②
肺
が
ん
、

③
大
腸
が
ん
検
診
】

◉
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

※
①
は
国
保
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
が
対
象
。
申
し
込
み
順

◉
日
程
・
場
所

12
／
14
㈯
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
11
時

◉
定
員　
①
50
人
、
②
③
な
し

◉
検
診
料　
①
②
無
料
、
③
５
０
０
円

予
約
フ
ォ
ー
ム
、
電

話
ま
た
は
健
康
課
窓
口

☎
23
－
２
７
６
５

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事
件

ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00

お
知
ら
せ

ねんきんネット
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I N F O R M A T I O N は申し込み、 は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日 8：30～17：15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19：00まで開設

鉄
道
近
接
工
事
は
事
前
に
相
談
く
だ

さ
い鉄道

に
近
接
す
る
工
事
な
ど
は
、
一
歩

間
違
う
と
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
な
ど
、

大
惨
事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。建

物
の
建
築
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
な
ど
、
線
路
に
近
接
（
お
お

む
ね
８
㍍
）
し
た
作
業
を
行
う
場
合
は
、

事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

※
作
業
内
容
や
環
境
条
件
、
使
用
重
機
に

よ
っ
て
は
、
８
㍍
以
上
で
も
近
接
工
事

の
適
用
と
な
る
場
合
あ
り

Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島
支
社
鹿
児
島
工
務
所

　
☎
０
５
０
－
５
０
５
１
－
０
６
３
６

都
城
歴
史
資
料
館
の
臨
時
休
館

　
受
変
電
設
備
の
更
新
作
業
の
た
め
臨
時

休
館
し
ま
す
。

◉
日
程　
11
月
26
日
㈫
～
12
月
20
日
㈮

※
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
休
止

文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

令
和
７
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・

幼
稚
園
の
入
所
申
し
込
み

【
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）】

希
望
の
園
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園（
２
・
３

号
認
定
）】

◉
申
請
書
の
配
布
場
所　
入
所
を
希
望
す

る
園
、保
育
課
、各
総
合
支
所
地
域
生
活

課◉
受
付
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
12
月
25
日

㈬◉
受
付
場
所　
保
育
課

※
こ
の
期
間
以
降
も
、
３
月
３
日
㈪
ま
で

随
時
受
け
付
け
。
た
だ
し
、
期
間
内
申

し
込
み
者
優
先
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

保
育
課　
☎
23
－
４
８
９
４

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
は
、
年
金
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
が
原
資
の
積
立
方
式
の
終
身
年
金

で
、
社
会
保
険
料
控
除
の
税
制
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

◉
対
象　

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
人

②
国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人

◉
保
険
料　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
家
な
ど
の
担
い
手

は
国
の
保
険
料
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

◉
そ
の
他　
80
歳
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合

は
、
一
時
金
を
遺
族
に
支
給
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
23
－
７
８
６
８　

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎医療情報ネット（ナビイ）も利用ください

月日 医療機関名 電話番号

11/23
㈯

有馬医院（内・小） 23-2610
藤元総合病院（内） 22-1717
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
福島外科胃腸科整形外科医院 38-1633
横山病院（泌） 22-2806
都城こみぞ眼科 57-7722
きんじょう歯科医院 38-0120

11/24
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
松山医院（内・呼・リウ） 24-1046
佐々木医院（内） 62-1103
たかお浜田医院（外・内） 22-8818
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 23-2311
永吉眼科医院 22-1530
いちご歯科 51-4182

12/1
㈰

共立医院（小） 22-0213
田口循環器科内科クリニック 24-0600
大岐医院（内・胃） 57-2025
川畑医院（外・胃） 46-3225
いき形成外科ひふ科クリニック 45-0020
いわよし耳鼻咽喉科クリニック 36-5555
五反田歯科医院 24-8833

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯
科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局
11/23㈯ ひかり、都北町、そうごうたかお南

11/24㈰ ハートハンズ、ふれあい川東、そうご
うたかお、チェロ、マリンバ姫城

12/１㈰ 坂口、ハートフル、トロン年見、
いわよし

医療情報ネット
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テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜　④20:50 〜　⑤22:50 〜

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
！

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、
火
の
元
に
は
十
分
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　
　

  

☎
22
-８
８
８
２

◎
火
災
の
問
い
合
わ
せ
︵
自
動
音
声
︶　

☎
22
-８
５
０
０

都
城
ま
ち
な
か
&
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

本
市
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
「
ま
ち

な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」。
点
灯
開
始

日
に
合
わ
せ
て
点
灯
式
と
マ
ル
シ
ェ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
予
定
で
す
。

今
年
は
こ
の
ほ
か
、「
道
の
駅
」
都
城

N
i
Q
L
L
で
も
実
施
し
ま
す
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
両
施
設
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
「
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
の
様
子
を
市
公
式

YouTube

で
動
画
公
開

中
【
ま
ち
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間

11
月
９
日
㈯
～
1
月
13
日
㈪

　
　
　
　
17
時
～
22
時

※
11
月
９
日
㈯
は
17
時
45
分
か
ら

M
allm

all

ま
ち
な
か
広
場
で
点
灯
式

を
実
施

◉
場
所

M
allm

all

、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
、
ワ
ン
パ
ー
ク
、
周
辺
の
商
店

街
、
西
都
城
駅
、
都
城
駅
な
ど

商
工
政
策
課

☎
23
－
２
９
８
３

【
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

◉
期
間

11
月
23
日
㈯
～
1
月
13
日
㈪

　
　
　
　
17
時
～
22
時

※
11
月
23
日
㈯
は
18
時
か
ら
点
灯

◉
場
所　
「
道
の
駅
」
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

☎
23
－
２
１
９
３

土
曜
日
公
証
相
談
（
無
料
）

遺
言
や
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
尊
厳

死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
金
銭
賃
借
契
約
、

離
婚
給
付
契
約
な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉
日
時

11
月
23
日
㈯　
９
時
～
17
時　

※
要
申
し
込
み

◉
場
所　
都
城
公
証
人
役
場
（
前
田
町
）

都
城
公
証
人
役
場　

　
☎
22
－
１
８
０
４

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ひ
る
学
校
」
を

ご
存
知
で
す
か

「
こ
ど
も
未
来
応
援
団
タ
テ
ヨ
コ
ナ
ナ
メ
」

で
は
、本
市
や
三
股
町
内
の
小
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
の
不
登
校
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
日
時　
木
曜
を
除
く
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
10
時
～
15
時

※
祝
日
を
除
く

◉
場
所　

上
米
満
児
童
館
（
三
股
町
樺

山
）
な
ど

◉
対
象　
小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生

◉
定
員

20
人

◉
費
用　
年
会
費
２
万
円
、
月
会
費
１
万

５
５
０
０
円　
︵
保
険
料
含
む
︶

※
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
中
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
52
－
1
2
4
6

お
知
ら
せ

都城夜間急病センターの適正受診に協力ください。
診療時間は19時～7時（受付18時45分～６時55分）

11/９～
11/15

都
城
管
内
の
主
な
火
災
原
因

昨
年
中
、

都
城
管
内
で

は
90
件
の
火

災
が
発
生
し
、

１
人
の
死
者

と
７
人
の
負

傷
者
が
出
ま
し
た
。

火
災
原
因
は
、
た
き
火
が
８
年
連
続

第
１
位
で
、
令
和
５
年
は
27
件
の
出
火

が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
の
屋
外
焼
却
は
原
則
禁
止

屋
外
焼
却
を
発
見
し
た
ら
、
環
境
政

策
課
（
☎
23
－
２
１
３
０
）
や
各
総
合

支
所
地
域
生
活
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
草
木

類
は
適
正
に
分
別
し
、
指
定
袋
で
ご
み

集
積
場
に
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

【
都
城
盆
地
一
斉
火
災
予
防
広
報
】

11
月
９
日
㈯
に
消
防
局
と
市
消
防
団

が
合
同
で
、
市
内
各
地
区
に
お
け
る
防

火
広
報
を
実
施
予
定

【
秋
の
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
】

幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い

る
保
育
園
児
が
、

火
災
予
防
啓
発
の

パ
レ
ー
ド
を
実
施

予
定受

講
者
募
集
！
防
火
講
話

消
防
局
で
は
、
火
災
に
対
す
る
備
え

や
対
応
を
一
緒
に
学
ぶ
防
火
講
話
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
く
だ

さ
い
。



▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い︵
郵
便
は
が
き
で
も
可
︶

※ 応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

９月号に寄せられた皆
さんからのお便りを紹介し
ます

安全・安心
情情報報

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20～30代　・　40～50代　・　60代以上

◉ 11月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ 11月号を読んでのわたしの一言

◉ 最近の関心事や身の回りのことなど

◎問い合わせ　
　総務課
　☎23-7183

Safety and security

information

読者のお便り読者のお便り

M
iy
ak
on
ojo

Publ
ic Relations

2024.9

Readers
Voice

被害多発、SNS型詐欺！
全国的にSNSによる投資やロマンス詐欺被害

が増加しています。
◉SNS型投資詐欺　SNSなどで投資を勧め、投
資名目で金銭をだまし取るもの
◉SNS型ロマンス詐欺　SNSなどのやり取りを
通して恋愛感情や親近感を抱かせ、金銭などをだ
まし取るもの

このほか、架空料金請
求詐欺や還付金詐欺など
手口はさまざまです。電
話やメールでお金の話が
出た際は、注意ください。
対応に悩んだときは、慌てずに、まずは身近な人
や以下の相談窓口などに相談しましょう。

【相談先】都城警察署　☎24-0110
消費者ホットライン　☎188

「表紙」や「今月の表紙」が目に飛び込んでき
ました。消防局の素敵な隊員の皆さんに私たち
は守られていると実感しました。感謝しています。

（大王町　Y・Kさん）

「昔なつかし都城」の写真を見て、幸せな時を
過ごしてきたと人生を振り返りました。この写
真の「現在」がこのまま平和でありますように。

（高城町穂満坊　Y・Oさん）

あなたの「出会い」
ここにあるかも

婚活するならみやこのじょう
市では多くの婚活イベントを開催していて、昨年度
は34回のイベントに973人が参加。その結果、119組
ものカップルが成立しました。今年度も多くの人が参
加し、昨年度を超える勢いでカップルが成立しています。
イベントの多さや実績がある婚活先進地、都城市で
あなたの「出会い」を見つけませんか。
出会いのイベント開催中です
今年もまだまだワークショップなど楽しみながら出
会えるイベントを計画しています。また、年明けには
恋活・婚活への一歩を後押しするイベントを開催予定。
LINEやインスタグラムで随時情報を発信しますので、
ぜひ登録＆フォローください。

◎問い合わせ　人口減少対策課　☎23-0934

LINE Instagram

イベント情報は
コチラ

５度目のふるさと納税寄附額日本一、おめで
とうございます。県外の知人にも「あの都城ね」
と浸透しています。市民の私もうれしい限りです。

（高木町　にくLOVEさん）

「ふるさと夜市」の写真から、若い人たちが躍
動する力と活気を感じました。おかげ祭りと同様、
都城の風物詩として発展することを期待します。
 （蓑原町　M・Nさん）
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都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  No.227  2024年11月号）

氏　名

住　所

電話番号 （　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フリガナ

※記入がない場合は、イニシャルを表示します

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い︵
郵
便
は
が
き
で
も
可
︶

8  5  5  585円切手を
お貼りください

プレゼントの応募方法

◎ 応募締め切り 11月30日(土)　当日消印有効
◎ 当選者発表 本紙1月号
◎９月号当選者 Ｔ．Ｙさん　ほか２人
◎９月号応募総数　236通

はがきに住所、氏名、電話番号と、11月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。

応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※ 市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから応
募できます

読者プレゼント今月の

ね
じ
や
シ
ャ
フ
ト
、
自
動
車
や
精
密
機

械
の
部
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行
う
有

限
会
社
古
川
製
作
所
。
１
９
７
３
年
に
県

外
で
創
業
し
、
そ
の
後
、
山
之
口
町
富
吉

を
拠
点
に
確
か
な
技
術
と
柔
軟
な
対
応
力

で
顧
客
の
要
望
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

同
社
を
支
え
る
の
は
、
創
業
者
で
あ
る

古
川
一
美
会
長
の
３
人
の
息
子
た
ち
。
業

種
も
勤
務
地
も
違
っ
た
３
人
が
「
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
、
家
業
の
町
工
場
を

よ
り
発
展
さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
で
再
集

結
し
ま
し
た
。
受
け
継
い
で
き
た
知
識
や

経
験
に
最
新
の
技
術
を
融
合
さ
せ
、
会
社

の
舵か

じ
取
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
企
業
向
け
製
品
の
製
造
・
販

売
が
中
心
だ
っ
た
同
社
が
「
機
械
化
が
進

む
製
造
業
界
で
町
工
場
が
差
別
化
を
図
る

に
は
、
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
が
必
要
」と
、

近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
自
社
製
品
の

開
発
。
代
表
商
品
で
あ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ

が
刻
印
さ
れ
た
盾
や
、
新
商
品
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
型
の
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
に
は
職
人

技
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
機
能
性
と
美
し
さ

を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
次
男
で
代
表
取

締
役
の
古
川
佑
亮
さ
ん
は
「
自
社
製
品
を

手
に
さ
れ
た
お
客
様
の
目
が
輝
く
光
景
は

今
で
も
覚
え
て
い
て
、
当
社
の
技
術
が
世

の
中
に
通
用
す
る
と
確
信
し
た
瞬
間
だ
っ

た
」
と
語
り
ま
す
。

「
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
最
新
の
技

術
を
融
合
し
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
強
い
覚

悟
で
語
る
古
川
代
表
の
瞳
は
、
未
来
へ
の

希
望
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.50

有限会社　古川製作所

☎57-2546

Corporate
Power

赤鶏炭火焼き真空パック包装（100g）10人
プレゼント提供事業者

地鶏・キジ・直売所 たしろ屋（梅北町1632-1）☎36-5990
秘伝のたれで漬け込んだ赤鶏の炭火焼きをプレゼント。

一口食べると、肉の旨味を引き立てるたれの風味と香ば
しい炭火の香りが広がります。直売所では、新鮮な地鶏
やキジのタタキ、焼き立ての炭火焼きなども購入できます。

左から古川高三さん、佑亮さん、宏さん

新商品のスマホスタンドはクラウドファン
ディングにも挑戦中
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都城
市立美術館vol.79

富の象徴～都城跡出土の華南三彩～

歴史探訪 ! 都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23­9547 ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23–2116

Miyakonojo City Museum of Art 

| H i s t o r y  e x p l o r a t i o n |

16世紀に中国華南地方で生産された華
か

南
なん

三
さん

彩
さい

。
緑・黄・紫の三色で彩られた陶器で、日本では、室内
の飾りや茶の湯の道具として輸入されたと考えられ
ています。また、大名や商人に関わる遺跡でよく出
土することから、高価で珍重されていた品であった
ことが推測できます。

昭和の終わりから平成の始めにかけて行われた都
城跡（都島町）の発掘調査では複数の華南三彩陶器が
見つかっていて、戦国期の領主もこれらを手に入れ
ていたことが分かりました。中でも鳥の形をした水
差しである鳥

とり

首
くび

形
がた

水
すい

注
ちゅう

が南九州で発見されることは
珍しく、希少価値のある資料といえます。

これらの陶器は小さな破片ですが、南蛮貿易を通
してもたらされた
とも考えられてい
て、当時の領主ら
の富の象徴である
とともに、国際色
豊かな世情の一端
を垣間見ることが
できます。
※本資料は、都城

歴史資料館で展
示中

鹿児島県奄美市（旧名瀬市）に生まれた永江明夫（1915
～2008）は、大学卒業後程なく出征。終戦後、シベリア抑

よく

留
りゅう

を経て帰国し本市に移り住んだ永江は、義父の東郷治
はる

秋
あき

とともに、大島紬の工房である東郷織物を運営しました。
紬を生産する傍ら50代から絵を始めた永江は、美術グルー

プ「城
じょう

美
び

会
かい

」にも参加し才能を発揮しました。大胆にデフォ
ルメされた花や人物で、見る人をおおらかで自由な気持ち
にさせる作品を描いた永江。本作は、黒・オレンジ・緑の
ユニークな色の対比から「色こそ感情の直接表現」と語る
永江の豊かな創造性が感じられます。壺に生けた花々を「叩
き」という絵具の凹凸を残した筆使いで描き、生活を彩る
花々のエネルギーを表現しています。その感性は織物のデ
ザインや素材の探求にも発展し「現代の名工」に選定され
るなど、高く評価されています。

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

「黒い壷
つぼ

」
永江　明夫　作　（1987年）

実
さね　たか

隆公記　巻二十五
本史料は、室町時代の位の高い貴族・公

く

卿
ぎょう

であっ
た三

さん

条
じょう

西
にし

実
さね

隆
たか

の日記です。実隆が20歳の文明6
（1474）年正月から、晩年82歳の天文5（1536）年2月
までの出来事がつづられた本資料には、当時の朝廷
の動きや、公家や武将の消息、応仁・文明の乱で荒廃
した京都の様子などが記されています。

また、実隆は中世和学の発展に尽力した人物とし
ても知られ、古今伝授※を極め、当代最高の文化人と
仰がれました。日記中にも「源氏物語」や「古今和歌
集」などの講釈が盛んに行われたことや、連歌師と
して活躍した宗

そう

祇
ぎ

らの活動などが記されています。
掲載写真は文明18（1486）年7月1日の日記で、

宗祇と和歌・連歌に関する知識や習わしを談じたこ
とが記されていて、当時の実隆の文化的な交流の様
子をうかがい知ることができます。
※「古今和歌集」の解釈を、師から弟子へと秘伝と

して伝えること都城跡で出土した華南三彩の陶器

重要文化財　実隆公記　巻二十五
（東京大学史科編纂所所蔵）

※本史料は、11月13日㈬から12月1日㈰まで特別展で展示します
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◎問い合わせ
市立図書館 ☎22-0239
高城図書館 ☎58-4224

観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、
市内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　みやこんじょ PR課　☎23-2615

 L e
t ʼ ｓ

 m
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Miyakon
Joy

みやこんじ
ょい

新 刊 紹 介

おすすめ図書
りょこうにいこう！
五味太郎(作・絵)、偕成社(出版)

「りょこうにいってきまーす　るす
ばんよろしく！」とみんなが出かけた後、

「それではぼくも」と出かけたのはお
うち。いろいろな乗り物に乗って、海
を越えて、どこまでいくの？

あらゆることは今起こる
柴崎友香(著)、医学書院（出版）

40代後半でADHD（注意欠如・多
動症）の診断を受けた著者が、子ども
の頃からの世界の見え方や感覚、日常
を言語化。当事者として執筆すること
への逡

しゅん

巡
じゅん

もリアルに綴
つづ

った１冊です。

【市 立 図 書 館】 ●休 館 日／ 11月５日～８日
 ●開館時間／９：00～21：00

【高 城 図 書 館】 ●休 館 日／ 11月５日・12日・17日・19日・ 
  23日・26日、12月３日・10日
 ●開館時間／９：30～18：00

ぼんちくんサンタで幸せ上々

まちなかまちなか de de わくわくわくわく

「蔵書点検」ってなんだろう？

蔵書点検とは、図書館で年に１回行う棚卸作業
のことです。現在約40万冊の蔵書がある市立図書
館。１冊１冊を専用の機械で読み取ることで、行
方不明の本がないか、正しい棚にあるかなどを点
検しています。
　昔の図書館では、書物を虫干しして乾燥させる
と同時に殺虫する「曝

ばく
書
しょ
」という作業があり、そ

の名残で現在でも蔵書点検のことを曝書と呼ぶこ
とがあります。
◉問い合わせ　市立図書館　☎22-0239

【概要】
■日程　12月23日㈪・24日㈫・25日㈬　17時～20時
■対象　市内在住の子育て世帯
■定員　６世帯程度　※応募多数の場合は抽選
■申込方法　11月30日㈯までに、応募

フォームから申し込み
※プレゼントは、事前にお預かりします

◎問い合わせ
　みやこんじょPR課　☎23-2615

ぼ
ん
ち
く
ん
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
都
城
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ
部
長
の
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」。

子
ど
も
た
ち
に
も
大
人
気
の
ぼ
ん
ち
く

ん
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
扮ふ

ん
し
て
皆
さ
ん
の
自
宅
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ぼ
ん
ち
く
ん
が
、
事
前
に
預
か
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
た
ち
に
直
接
手
渡
し

す
る
大
人
気
の
年
末
企
画
。
ぼ
ん
ち
く
ん

に
当
日
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
、
希
望
す
る

ぼ
ん
ち
く
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
も
お
応
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ

応
募
く
だ
さ
い
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ぼ
ん
ち
く
ん

と
一
緒
に
特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

ま
せ
ん
か
。

みんなのお家に
あそびにいくのが

　たのしみでしかたねど！

応募フォーム



23 Miyakonojo City Public Relations   2024.11

都 城 市 現 住 人 口
令和６年10月１日現在 前 月 比 前 年 比

世 帯 数 73,726世帯 （16） （1,431）
人 口 総 数 159,570人 （-42） （1,456）
男 性 75,128人 （-13） （801）
女 性 84,442人 （-29） （655）

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

編集後記

①

人生や仕事の結果は、考え方と熱意と能力の掛け算
で決まります。そのため、能力があっても熱意に乏し
ければ、良い結果は出ません。逆に能力がなくても、
情熱を燃やし、一生懸命努力すれば、能力に恵まれた
人よりはるかに良い結果が得られます。

また、熱意を持って物事に取り組むことで、日々、
能力は進歩します。

この熱意と能力に考え方が掛かります。考え方とは
生きる姿勢そのものであり、プラスからマイナスまで
あります。

そのため、人生や仕事の結果を最良のものとするた
めには、熱意と能力とともに、人間としての正しい考
え方を持つことが何より大切です。

人生・仕事の結果=考え方×熱意×能力

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第1章 成功方程式（人生・仕事の方程式）

第１部　素晴らしい人生を送るために

届けたい都城の風景

「天竜山攝
しょう
護
ご
寺」　（牟田町）

「センダンの木」　（豊満町）

病気やけがの動物に寄り添える
「愛玩動物看護師」になりたい

私の夢
堀之内　陽

ひ さ き

咲さん　梅北小６年

最近、とてもうれしい出来事がありました。毎年10月
に発売される某ファストフードチェーンの三角形のチョ
コパイのCMに、なんと推しのアーティストが登場。イベ
ントの取材が立て続けの季節ですが、この秋はチョコパ
イで摂取したカロリーを取材で消費し、皆さんにチョコ
パイパワーを還元できるよう頑張ります。	 （つ）

息子たちがアニメや模型でSLに夢中になる姿を見て
いるうちに影響を受け、いつしか私も乗り物好きに。汽
笛を鳴らし煙を吐きながら走る鉄の馬を見てみたいとい
う息子たちの夢に呼応し、ついにこの秋、九州を飛び出
しSL旅行へ行ってきます。忘れられない秋の思い出に
なりそうです。	 （賢）

コロナ禍前の運動会は、前日から豪華なお弁当を作っ
たり、長時間並んで場所を取ったりと負担もありました
が、３世代や４世代が集う秋の一大イベントでした。半
日開催の今も子どもの成長が見られる楽しみなイベン
トに変わりありませんが、あの頃も良かったなとふと思
う瞬間もあります。	 （祐）
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